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付　　教員研究業績報告書（平成29年10月～平成30年9月）

機械システム工学科
1）著書

①　Seiki Saito, Shigekazu Suzuki, Yoshihide Shibata, Tomoaki Yoneda, Atsushi Minoda, Hideki Tenzo，
Noriyuki Iwata, Itaru Nakamura, Eiji Takadal, Yuichi Otsuka, Hisayuki Suematsu, Yoshiki Mikami，
Introduction to Nuclear Technology Volume Ⅱ , National Institute of Technology, （2018.9）

2） 論文
①　Tetsuya Yamamoto, Shigeru Nagasawa, Shigekazu Suzuki, Akira Hine and Daishiro Yamaguchi，

Estimation of Crease Forming of Paperboard using Tapered Groove against Unbalanced Punch 
Indentation，21ST INTERNATIONAL CONFERENCE ON ADVACES IN MATERIALS-AND 
PROCESSING TECHNOLOGIES, CD-ROM, （2018.9）

②　Y. Kobayashi and S.Suzuki, ROBOT CONTEST FOR THE FUKUSHIMA DAIICHI NUCLEAR 
POWER PLANT, 12th International Symposium on Advances in Technology Education, CD-ROM, （2018.9）

③　野田幸矢，高山俊男，小俣　透，二重ダイヤフラム型起歪体による鉗子カセンサの力分解能等方化，日本
機械学会論文集，第 83 巻，第 855 号，17-00253，日本機械学会，（2017.11）

3） 雑誌 ・記事 ・総説 ・解説
①　鈴木茂和，廃炉創造ロボコンを通じた廃止措置人材育成，日本ロボット学会誌・解説，第 36 巻 7 号，P 

29-33，日本ロボット学会，（2018.9）

4） 口頭発表
①　荻野康平・一色誠太・小出瑞康，マイクロクロスフロー水車の出力特性の向上に関する実験的研究，第

23 回高専シンポジウム in Kobe，神戸高専，【機械・口頭】，H-006，神戸高専 HP 公開中，（2018.1）
②　小出瑞康，高橋　章，伊藤　淳，鈴木晴彦（福島高専），庄司秀樹，渡邊耕二（いわきバッテリーバレー

推進機構），いわき EV アカデミーの取組み，電気学会，教育フロンティア研究会（新潟），FIE-18-004（2018）
pp.53-56.（2018.3）

③　鈴木晴彦，高橋　章，小出瑞康，伊藤　淳（福島高専），庄司秀樹，渡邊耕二（いわきバッテリーバレー
推進機構），山田奈緒，米本憲司（いわき市），いわき EV アカデミーの取組みと今後の展望，電気学会，教
育フロンティア研究会（千葉），FIE-18-020（2018）pp.25-28.（2018.9）

④　鈴木晴彦，植　英規，小出瑞康，福島高専の PBL 演習における社会実装へのアプローチ　－専攻科シス
テムデザイン演習において －，教育フロンティア研究会，（2018.9）

⑤　小出瑞康，流体関連振動と振動発電（基調講演），第 29 回東北 CAE 懇話会，2018.5
　小出瑞康，高橋　章，伊藤　淳，鈴木晴彦，庄司秀樹，渡邊耕二，いわき EV アカデミーの取組み，電気学

会教育フロンティア研究会，（2018.3）
⑥　小出瑞康，渡部世大，櫻井健太，渦励振を利用したマイクロ発電に関する研究，福島県水素利用シンポジ

ウム 2018 in なみえ，（2018.2）
⑦　櫻井健太，小出瑞康，流体関連振動を用いた流れエネルギーの利用に関する研究，平成 29 年度 第２ブロッ

ク研究情報交換会，（2017.12）
⑧　渡部世大，小出瑞康，渦励振を利用したマイクロ発電に関する研究，平成 29 年度 第２ブロック研究情報
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交換会，（2017.12）
⑨　渡部世大，小出瑞康，渦励振を利用したマイクロ発電に関する研究，東北地区高等専門学校専攻科産学連

携シンポジウム，（2017.11）
⑩　櫻井健太，小出瑞康，流体関連振動を用いた流れエネルギーの利用に関する研究，東北地区高等専門学校

専攻科産学連携シンポジウム，（2017.11）
⑪　野田幸矢，板ばねの座屈を利用した鉗子用力リミッタの提案－動作原理の確認－，ロボティクス・メカト

ロニクス講演会 2018，日本機械学会，1A1-H02，（2018.6）

電気電子システム工学科
1）著書

①　鈴木晴彦（分担），磁気浮上技術の原理と応用（電気学会，磁気浮上技術調査専門委員会編），科学情報出
版株式会社，（2018.3）

2）論文
①　鈴木晴彦，佐藤瑞起，貝沼秀一郎，小野郁朗，若松大地，糸井雄祐，鈴木茂和，伊藤　淳，デュアルク

ロス構成したシリンダ形状永久磁石型リニア Halbach アレイの磁場分布特性，日本 AEM 学会誌，Vol.26, 
No.2（2018）pp.153-158.（2018.6）

3）雑誌・記事・総説・解説
①　山田貴浩，いわき地域の自然景観　―“ これまで ” と “ これから ”―，いわき地域環境科学会誌 EQUAL，

No.31，pp.2-5，いわき地域環境科学会，（2018. 5）
②　田口　伸，武重伸秀，豊田美帆，山本桂一郎，鐡見太郎，二ノ宮進一，木下秀明，植　英規，糸久正人，

働き方を変える品質工学 −品質工学で鍛える技術者の “ シコウ ” 力 −，品質工学，Vo.25，No.5，pp.49-56, 
（2017.10）

4）口頭発表
①　鈴木晴彦，佐藤瑞起，貝沼秀一郎，小野郁朗，若松大地，糸井雄祐，鈴木茂和，伊藤　淳，デュアルク

ロス構成したシリンダ形状永久磁石型リニア Halbach アレイの磁場分布特性，日本 AEM 学会，第 26 回
MAGDA コンファレンス in 金沢，B2-03（2017）pp.59-64.（2017.10）

②　鈴木晴彦，石黒雄貴，板坂年希，今泉寛貴，佐藤瑞起，糸井雄祐，鈴木茂和，伊藤　淳，シリンダ形状永
久磁石を用いたラウンドレイアウト・リニア Halbach 配列の磁場特性の検討，電気学会，マグネティクス・
モータードライブ・リニアドライブ合同研究会（由布院・大分），MAG-17-171/MD-17-113/LD-17-092 （2017） 
pp.57-62.（2017.12）

③　佐藤瑞起，貝沼秀一郎，小野郁朗，若松大地，糸井雄祐，鈴木茂和，伊藤　淳，鈴木晴彦，シリンダ形状
永久磁石を用いたデュアルクロス・リニア Halbach アレイ間の構成パラメータによる磁場特性の影響，電
気学会，リニアドライブ研究会（大阪工大），LD-18-012 （2018） pp.53-58.（2018.2）

④　鈴木晴彦，石黒雄貴，板坂年希，佐藤瑞起，糸井雄祐，鈴木茂和，伊藤　淳，シリンダ形状永久磁石を用
いたラウンドレイアウト・リニア Halbach 配列の構成曲率による磁場特性への影響，電気学会，リニアド
ライブ研究会（大阪工大），LD-18-013（2018） pp.59-64.（2018.2）

⑤　小野郁郎，貝沼秀一郎，若松大地，伊藤　淳，鈴木晴彦，磁場スライド機能を有するシリンダ形状永久磁
石型 Halbach 配列でのバルク超電導体の非接触アクチュエーション，平成 30 年東北地区若手研究者研究発
表会（東北工業大学）YS30-3-2-1 （2018）p.69.（2018.2）※優秀発表賞受賞
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⑥　荻野康平，山崎貴文，磯上亮太，小野里花子，大竹真亜沙，松井　萌，鈴木晴彦，福島高専専攻科におけ
るシステムデザイン演習の活動報告（Ⅰ）－雨具に注目して－，電気学会，教育フロンティア研究会（新潟），
FIE-18-004（2018）pp.13-16.（2018.3）

⑦　大内田優香，関根啓太，文元太郎，五十嵐日菜，市川　希，渡邊隆也，佐藤ちひろ，鈴木晴彦，福島高専
専攻科におけるシステムデザイン演習の活動報告（Ⅱ）－携帯型ゴミ箱に注目して－，電気学会，教育フロ
ンティア研究会（新潟），FIE-18-004（2018）pp.17-20.（2018.3）

⑧　小出瑞康，高橋　章，伊藤　淳，鈴木晴彦（福島高専），庄司秀樹，渡邊耕二（いわきバッテリーバレー
推進機構），いわき EV アカデミーの取組み，電気学会，教育フロンティア研究会（新潟），FIE-18-004（2018）
pp.53-56.（2018.3）

⑨　若松大地，岡崎貴啓，山田一圭，伊藤　淳，鈴木晴彦，配列バルク超電導体試料と Halbach 配列永久磁
石を用いた側壁型非接触磁気支持機構，電気学会，第 30 回「電磁力関連のダイナミックス」シンポジウム

（SEAD30），3-1-06, （2018）pp.268-273.（2018.5）
⑩　石黒雄貴，板坂年希，佐藤瑞起，伊藤　淳，鈴木晴彦，ラウンドレイアウト・リニア Halbach アレイの

アウタアレンジとインナアレンジの磁場解析，電気学会，第 30 回「電磁力関連のダイナミックス」シンポ
ジウム（SEAD30），3-1-07，（2018）pp.274-279.（2018.5）

⑪　鈴木晴彦，野口孝浩，岡部慧也，伊藤　淳，マイクロ風力発電用ファンの回転アシストに利用する PG 薄
膜の反磁性特性，電気学会，第 30 回「電磁力関連のダイナミックス」シンポジウム（SEAD30），3-3-03, （2018）
pp.370-373.（2018.5）

⑫　国分荘太，伊東倫大，蛭田貴之，伊藤　淳，鈴木晴彦，マイクロ風力発電用軽量ファンの回転アシスト機
能に利用するグラファイト薄膜の反磁性反発力の検討，平成 30 年電気学会産業応用部門大会（横浜），ヤン
グエンジニア・ポスター・コンペティション，Y-136 （2018）．（2018.8）　 

⑬　大路貴久（富山大），柿木稔男（崇城大），森下明平（工学院大），水野　毅（埼玉大），岡　宏一（高知
工科大），鈴木晴彦（福島高専），磁気浮上と磁気軸受の原理と応用 – 磁気回路専用型・平面型－，平成 30
年電気学会産業応用部門全国大会，シンポジウム S3「磁気浮上と磁気軸受の原理と応用」，3-S3-3（2018）
pp.III 9-14．（2018.8）

⑭　山田貴浩，谷地舘　藍，安藤　守，伊藤　淳，鈴木晴彦，機械工学科学生に対する電気系専門導入科目が
学生実験における創作演習へ与える効果，電気学会，教育フロンティア研究会（千葉），FIE-18-019（2018）
pp.19-24.（2018.9）

⑮　鈴木晴彦，高橋　章，小出瑞康，伊藤　淳（福島高専），庄司秀樹，渡邊耕二（いわきバッテリーバレー
推進機構），山田奈緒，米本憲司（いわき市），いわき EV アカデミーの取組みと今後の展望，電気学会，教
育フロンティア研究会（千葉），FIE-18-020（2018）pp.25-28.（2018.9）

⑯　鈴木晴彦，植　英規，小出瑞康，福島高専の PBL 演習における社会実装へのアプローチ －専攻科システ
ムデザイン演習において－，電気学会，教育フロンティア研究会（千葉），FIE-18-021（2018）pp.28-31.（2018.9）

⑰　有我一希，小泉康一，大槻正伸 二人零和有限不確定完全情報ゲームに対する木を用いた解析手法に関す
る研究情報処理学会研究報告会　IPSJ SIG Technical Report　Vol.2018-GI-39 No.1（2018.3）

⑱　大和田　遼，小泉康一，大槻正伸 初心者のための炭素被膜抵抗学習ゲームに関する研究 情報処理学会研
究報告会　IPSJ SIG Technical Report　Vol.2018-GI-39 No.12（2018.3）

⑲　大塩智規，大槻正伸，小泉康一 縦格子を通してドット平面を両眼視したときに発生する立体錯視現象の
研究 日本認知科学会第 35 回大会発表論文集　pp.455-460,（2018.8）

⑳　大槻正伸，小泉康一，大塩智規 ランダムに配置された粒子群画像の周期的提示による運動認知 Ⅲ 日本認
知科学会第 35 回大会発表論文集　pp.496-501, （2018.8）

㉑　Koui Kim, Shinya Hashimoto, Toshikazu Yamamoto, Annual energy output by the wind turbines at 
National Institute Technology, Fukushima College, Japan; A case study from July 2016 through June 
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2017，5th Regional Conference on Campus Sustainability 2018, Universiti Malaysia Sabah, Adamson 
University, National Institute of Technology Fukushima College, IINSCAPE, （2018.3）

㉒　鈴木孝幸，山本敏和，徐艶濱，橋本慎也，小規模水力発電システムの研究，平成 29 年度東北地区高等専
門学校専攻科産学連携シンポジウム，産学連携振興会，（2017.11）

㉓　森下英樹，山本敏和，徐艶濱，橋本慎也，小規模太陽光発電システムの研究，平成 29 年度東北地区高等
専門学校専攻科産学連携シンポジウム，産学連携振興会，（2017.11）

㉔　岡部佑弥，山本敏和，徐艶濱，橋本慎也，金高義，ビル風のための垂直軸風車発電機の研究，平成 29 年
度東北地区高等専門学校専攻科産学連携シンポジウム，産学連携振興会，（2017.11）

㉕　山田貴浩，リモートセンシング初学者に対する導入教育におけるグループワークの適用，日本リモートセ
ンシング学会第 63 回学術講演会，日本リモートセンシング学会，講演論文集 pp.325-326，（2017. 11）

㉖　山田貴浩，いわきの環境　宇宙から・地上から，福島高専と建設系企業との懇談会（依頼講演），（2017. 
11）

㉗　山田貴浩・高荒智子・油井三和，電気系学生に対する「環境工学」の授業と地域の環境保全活動を通した
技術者倫理教育，平成 29 年度第 2 回電気学会教育フロンティア研究会，電気学会，資料集 pp.5-10，（2017. 
12）

㉘　山田貴浩，いわき地域の自然景観 ―“ これまで ” と “ これから ”―，いわき地域環境科学会第 29 回発表会，
いわき地域環境科学会，発表要旨集 pp.14-17，（2018.1）

㉙　稲村佳亮・山田貴浩，鳴き砂検知を目的とした砂浜における画像撮影システムの構築，平成 30 年東北地
区若手研究者研究発表会，講演資料 pp.107-108，（2018.2）※優秀発表賞受賞

㉚　鈴木　颯・山田貴浩，小型 UAV を用いた湿原の植生分布の季節的変化の観測と分析，平成 30 年東北地
区若手研究者研究発表会，講演資料 pp.143-144，（2018.2）

㉛　矢内　優・山田貴浩，森林の樹種分類に対するマルチバンド衛星画像の適用効果の検討，平成 30 年東北
地区若手研究者研究発表会，講演資料 pp.145-146，（2018.2）※優秀発表賞受賞

㉜　山田貴浩・安藤　守・谷地舘　藍・松口義人・柳沼仁志・濱﨑真一，非電気系学生に対する電気電子工学
基礎科目における実習の導入とその効果，平成 29 年度第 3 回電気学会教育フロンティア研究会，電気学会，
資料集 pp.21-26，（2018.3）

㉝　山田貴浩，Processing による画像処理とドローン制御プログラミングの動向，レンジ画像データベース
協力会 第 21 回会議（依頼講演），（2018.4）

㉞　植　英規，小野元久，齋藤　誠，武田布千雄，森　富也，坂川義満，滝田祐一，鏡　雅人，大久保克俊，
品質工学の実践と推進における地方研究会の役割に関する考察，第 26 回品質工学研究発表大会，品質工学会，
pp.34-37，（2018.6）

㉟　大内田優香，植　英規，生体情報を用いたストレス評価への MT システムの適用，第 26 回品質工学研究
発表大会，品質工学会，pp.94-97，（2018.6）

㊱　大内田優香，植　英規，MT システムを用いたストレス状態の定量化，平成 30 年電気学会電子・情報・
システム部門大会，電気学会，PS3-9, pp.1528-1529,（2018.9）

㊲　植　英規，太陽光発電の短時間出力予測に対するタグチの T 法の適用，平成 30 年電気学会電子・情報・
システム部門大会，電気学会，PS3-9, pp.1229-1230，（2018.9）

㊳　車田研一，佐藤　潤，植　英規，ゲル化瞬間の巨視的な振動表面の様態変化の観察手法，化学工学会第
50 回秋季大会，化学工学会，BC-307，（2018.9）

㊴　内田拓志，曽利　仁，岡本　修，米村恵一，豊島　晋，堀江崇文，安川美紀，井上浩行，多関節アームを
有した豚舎洗浄ロボットの試作，ロボティクス・メカトロニクス講演会 2018，日本機械学会，p44，（2018.6）

㊵　井上浩行，曽利　仁，岡本　修，米村恵一，堀江崇文，安川美紀，内田拓志，豊島　晋，豚舎洗浄ロボッ
トによる水洗浄のための軌道生成，ロボティクス・メカトロニクス講演会 2018，日本機械学会，p44，（2018.6）
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㊶　豊島　晋，四輪駆動型全方位移動ロボットを操作するタッチパネルの視認性評価，電子・情報・システム
部門大会，電気学会，p1360，（2018.9）

㊷　松野更和，志藤博克，櫻井幸司，和田侑也，遠藤祐治，豊島　晋，米村恵一，豚舎洗浄ロボットの開発（第
１報），農業環境工学関連学会 2018 年合同大会，（2018.9）

㊸　橋本慎也，ハイブリッド蓄電池利用太陽光発電システムの自立運転試験の紹介，日中大学フェア＆フォー
ラム in CHINA 2018 技術展，国立研究開発法人科学技術振興機構，国家外国専門家局，中国国際人材交流
協会，広東省科学技術庁，（2018.5）

5）その他
①　鈴木晴彦，徳永昇吾，金丸允俊，貝沼秀一郎，伊藤　淳，シリンダ形状永久磁石で構成した Halbach 配

列の磁場分布特性の検討，日本 AEM 学会，第 26 回 MAGDA コンファレンス in 金沢，（平成 29 年日本
AEM 学会賞・論文賞　受賞講演）（2017.10）

②　鈴木晴彦，反磁性材料を用いた磁気浮上における磁気回路：低温工学・超電導学会「平成 30 年度 第 1 回
　高温超伝導バルク体の磁気的挙動に関する応用調査研究会」（招待講演）（2018.7）

③　鈴木晴彦，公益財団法人「津川モーター研究財団」平成 29 年度研究助成，助成対象事業名「回転駆動ア
シスト機能を備えるグラファイト板の反磁性反発力を利用した非接触磁気軸受機構に関する研究」（2017.12）

④　山田貴浩，ドローンを用いた湿原の観測システムの構築と湿原の季節的変化のモニタリング 2，公益財団
法人福島県学術教育振興財団助成事業（2017.4 ～ 2018. 3）

⑤　山田貴浩，電気回路Ⅰワークノート（平成 30 年度版），全 93 ページ，（2018. 4）
⑥　山田貴浩，電気工学基礎ワークノート（平成 30 年度版），全 62 ページ，（2018. 9）
⑦　豊島　晋，大槻正伸，社会人向けシーケンス制御講座の開設，平成 30 年 7 月 14 日実施

化学・バイオ工学科
1）著書

①　加島敬太，藤﨑智行，羽切正英，今井正直，分離技術のシーズとライセンス技術の実用化（分担執筆，担
当範囲：生体ポリマー膜に吸着機能を有する微粒子を包括固定させた吸着分離膜による高度分離）, 分離技
術会，（2018.3）

2）論文
①　Masaru Ooshiro , Takaomi Kobayashi and Shuji Uchida
　Compact Storage of Radioactive Cesium in Compressed Pellets of Zeolite Polymer Composite Fibers.,　

Materials 11（8）:1347 ·（August 2018）
②　N. Yamauchi, T. Yachi, K. Kurumada “One-pot spontaneous formation of submicron hexane-dispersible 

silica particles with the aid of amphiphilic reaction solvent” Colloids and Surfaces A: Physicochemical and 
Engineering Aspects, Volume 553, PP. 253-258, 2018,（2018.9） （reviewed）

③　緑川・車田，江本：「高温加熱を受けたコンクリートの圧縮強度と弾性係数との関係」　コンクリート工学
年次論文報告集，Vol.40　No.1　pp.1005-1010（2018.7）（reviewed）

④　M. Matsui, H. Kono, M. Ogata. Molecular design and synthesis of a novel substrate for assaying 
lysozyme activity. Journal of Applied Glycoscience, 65, 31-36 （2018.8）．

⑤　T. Wakamatsu, T. Onoda, M. Ogata. Time-resolved forward-light-scattering monitoring of protein-
lysozyme aggregation in pre-crystalline solutions. Japanese Journal of Applied Physics, 57, 058003（2018.4）.

⑥　中里隆之佑 , 飯泉恭一 , 佐々木　啓 , 重永綾子 , 尾形　慎 , 青木大地 , 三澤義知 , 細見　修 , 久保原　禅．
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ヒト乳がん細胞の増殖と遺伝子発現に対する新規オリゴ糖 MelNH2 の効果．順天堂スポーツ健康科学研究，9, 
1-10 （2018.3）．

⑦　Mazin, P. V., Shagimardanova, E., Kozlova, O., Cherkasov, A., Sutormin, R., Stupnikov, V., Logacheva, 
M., Penin, A., Sogame, Y., Cornette, R., Tokumoto, S., Miyata, Y., Kikawada, T., Gelfand, M., Gusev, O. 
Co-option of heat shock regulatory system for anhydrobiosis in the sleeping chironomid Polypedilum 
vanderplanki. PNAS. 115（10） 2477-2486.（2018.3）

⑧　十亀陽一郎・松岡達臣 . 真核単細胞生物コルポーダの休眠機構解明に向けた生理・生化学的アップローチ . 
比較生理生化学．34（4） 116-122（2017.12）

⑨　Francisco J. Jimenez-Espejo, *, Antonio Garcia-Alix, Naomi Harada, Andre Bahr, Saburo Sakai, Koichi 
Iijima, Qing Chang, Keiko Sato, Katsuhiko Suzuki, Naohiko Ohkouchi, Changes in detrital input, ventilation 
and productivity in the central Okhotsk Sea during the marine isotope stage 5e, penultimate interglacial 
period, Journal of Asian Earth Sciences, 156, 189-200, 2018

⑩　江本久雄，十亀陽一郎，佐藤佳子
　橋梁目視点検時の環境放射能の安全性に関する研究福島工業高等専門学校研究紀要，58, 47-52, 2017

3） 雑誌 ・記事 ・総説 ・解説
①　若松　孝，尾形　慎，田中大輔，タンパク質凝集・結晶化の光学的分析と促進，光アライアンス，29, 26-

30 （2018.4）.
②　佐藤佳子、熊谷英憲希ガス同位体分析の阻害要因除去法，JAMSTEC シーズ集，47P，（2018.3）

4） 口頭発表
①　石井勇祐，千葉裕太郎 ○ 内田修司 （福島高専）大城　優（（株）カサイ） 小林高臣 （長岡技科大） 第 23 回

高専シンポジウム in KOBE（神戸市立工業高等専門学校 PA-061 事故由来放射性廃棄物の資源化システム
　（2018.1）　

②　酒井達弥，見滝千春 ○ 内田修司 （福島高専）PA-062 銅製錬スラグの再資源化　第 23 回高専シンポジウ
ム in KOBE（神戸市立工業高等専門学校（2018.1）

③　S.Uchida, M. Oshiro and T. Kobayashi（NIT Fukushima1, Kasai Corp.2 Nagaoka Univ.Tech3）Fibrous 
zeolite-polymer composites for decontamination of  radioactive waste water extracted from radio-Cs fly 
ash  化学系学協会東北大会　2P020（2018.9）（秋田大学）

④　車田研一（招待講演）「精細時系列観察手法のポピュラー化が単位操作研究になげかけるもの　― その可
能性と表裏一体の陥穽 ―」公益社団法人化学工学会山形懇話会学術講演会（2018.5）（米沢市）

⑤　車田研一・佐藤　潤・植　英規「ゲル化瞬間の巨視的な振動表面の様態変化の観察手法」公益社団法人化
学工学会第 50 回秋季大会　B307（2018.9）（鹿児島市）

⑥　車田研一・辻　晴彦・緑川猛彦　「無極性ペンダント基の表面固定によるセメント材の不透水化」　公益社
団法人化学工学会第 50 回秋季大会　B306（2018.9）（鹿児島市）

⑦　飯野春菜・磯井友真・尾形　慎・車田研一・山内紀子　「蛍光染料種の糖固定化 PMMA 粒子への成長段
階での自発的とりこみ」　公益社団法人化学工学会第 50 回秋季大会　B301（2018.9）（鹿児島市）

⑧　山内紀子・谷地赳拓・車田研一　「二種のアルコキシシランの反応速度差を利用した粒子内極性グラデー
ション」　公益社団法人化学工学会第 50 回秋季大会　B308（2018.9）（鹿児島市）

⑨　車田研一・佐藤　潤　「ゲル化における巨視的流動性の消失の遷移過程の観察」　公益社団法人化学工学会
室蘭大会 2018　A207（2018.8）（室蘭市）

⑩　車田研一・緑川猛彦　「長時間高温履歴と水中再浸漬がポルトランドセメント強度におよぼす影響の全体
像」　公益社団法人化学工学会室蘭大会 2018　A208（2018.8）（室蘭市）
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⑪　車田研一・辻　晴彦　「セメント材の撥水性と不透水性のあいだの不一致の検証」　公益社団法人化学工学
会室蘭大会 2018　A209（2018.8）（室蘭市）

⑫　N. Yamauchi, S. Obinata, H. Iino, Y. Kobayashi, K. Kurumada “One-pot preparation of micron-sized 
monodisperse polymer particles with carboxyl groups on their surface” The 6th International Conference 
on the Characterization and Control of Interfaces for High Quality Advanced Materials and the 54th 
Summer Symposium on Powder Technology, 1-II-B-16 （oral presentation），（2018.7） （Kurashiki City）

⑬　車田研一・緑川猛彦・斉藤甲希　「硬化セメントの初期脱水和自体により誘引される脱水和温度の有意な
低下」　公益社団法人化学工学会第 83 年会　O302（2018.3）（吹田市）

⑭　車田研一　「材料プロセスにあらわれる巨視的・可視的流動の動的特性把握」　公益社団法人化学工学会第
83 年会　N202（2018.3）（吹田市）

⑮　佐藤　潤・車田研一　「ゲル化の瞬間の流動モルフォロジーの変化の直接観察」　公益社団法人化学工学会
第 83 年会　N203（2018.3）（吹田市）

⑯　山内紀子・Ulfah Habibah Khafid・車田研一　「柔軟かつ親油性のポリシロキサンゲルのワンポット形成」
　公益社団法人化学工学会第 83 年会　N204（2018.3）（吹田市）

⑰　車田研一・緑川猛彦　「コンクリート／モルタルの熱劣化の診断因子としての内部微細構造」　公益社団法
人化学工学会金沢大会 2017　C107（2017.12）（金沢市）

⑱　車田研一・山口弘之・本郷和広　「富栄養化水の排水管スケール閉塞　―核発生サイトとしての管内壁―」
　公益社団法人化学工学会金沢大会 2017　C108（2017.12）（金沢市）

⑲　車田研一・山内紀子・谷地赳拓　「ハイブリッドシリカサブミクロン粒子のワンポット表面極性チューニ
ング　」　公益社団法人化学工学会金沢大会 2017　D120（2017.12）（金沢市）

⑳　車田研一　「【暗黙知】としての巨視的流動の動的テクスチャ」　公益社団法人化学工学会金沢大会 2017　
D206（2017.12）（金沢市）

㉑　緑川猛彦・車田研一：「モルタル加熱時の見掛けの密度に及ぼす化合物の影響」，第 72 回セメント技術大会，
pp.4-5，（2018.5）（東京）

㉒　緑川猛彦・車田研一・林　久資：「高温加熱を受けたモルタルの熱劣化と再養生のメカニズムについて」　
第 44 回セメント・コンクリート研究討論会論文報告集，pp.59-62，（2017.10）（大分市）

㉓　荒川史弥・磯井友真・山内紀子・尾形　慎・車田研一：「アルキル b-D- グルコピラノシドを表面固定化し
た単分散 PMMA 粒子の水相合成」　第三回北関東磐越地区化学技術フォーラム　PP-07（2017.12）（小山市）

㉔　菊地啓太・車田研一　「MICP（microbially induced calcite precipitation）促進に有利な微生物増殖条件
の探索」　第三回北関東磐越地区化学技術フォーラム　PP-25（2017.12）（小山市）

㉕　辻　晴彦・車田研一　「セメント表面のワンステップ撥水加工」　第三回北関東磐越地区化学技術フォーラ
ム　PP-41（2017.12）（小山市）

㉖　佐藤瑞樹・谷地赳拓・山内紀子・車田研一「疎水基内包型ハイブリッドシリカ粒子のワンポット形成と粒
子内への蛍光色素の固定化」第三回北関東磐越地区化学技術フォーラム　OP-02（2017.12）（小山市）

㉗　Ulfah Habibah Khafid・山内紀子・車田研一「六官能架橋によるポリシロキサンのワンポット形成とその
有機溶媒吸収能」第八回福島地区 CE セミナー　P8（2017.12）（郡山市）

㉘　磯井友真・荒川史弥・山内紀子・尾形　慎・車田研一「単分散 PMMA 粒子の形成過程での蛍光色素と機
能性糖の同時並行固定化」第八回福島地区 CE セミナー　P9（2017.12）（郡山市）

㉙　辻　晴彦・車田研一「セメント表面の撥水性発現要因としての無極性ペンダント基の影響」第八回福島地
区 CE セミナー　O1（2017.12）（郡山市）

㉚　谷地赳拓・山内紀子・車田研一「非極性溶媒に分散可能な疎水性シリカ粒子の両親媒性アミン中での一段
階形成」「セメント表面の撥水性発現要因としての無極性ペンダント基の影響」第八回福島地区 CE セミナー
　O2（2017.12）（郡山市）
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㉛　磯井友真・荒川史弥・尾形　慎・車田研一・伊藤　博・小林厚志・山内紀子「アルキル - β -D- チオグル
コシドの単分散ポリマー粒子表面へのワンポット固定化」第八回福島地区 CE セミナー　O5（2017.12）（郡
山市）

㉜　菊地啓太・車田研一「微生物代謝起因の炭酸塩沈殿による環境水中の過剰カルシウム低減」公益社団法人
化学工学会第 20 回学生発表会　A18（2018.3）（東京）

㉝　辻　晴彦・車田研一「セメント表面の耐水性発現のための無極性ペンダント基による化学修飾」公益社団
法人化学工学会第 20 回学生発表会　C22（2018.3）（東京）

㉞　小野玲史，押手茂克，“ 均一液液抽出法を用いた微量貴金属イオンの濃縮と回収 ”，第 3 回北関東磐越地
区化学技術フォーラム要旨集 （PP-27），北関東磐越地区科学技術フォーラム，p.36（2017.9）．

㉟　遠藤彩香，押手茂克，“ フッ素イオンの均一液液抽出に基づく簡易・高感度計測の開発 ”，第 3 回北関東
磐越地区化学技術フォーラム要旨集 （PP-28），北関東磐越地区科学技術フォーラム，p.36（2017.9）．

㉖　青木満理奈，菜花麻衣，押手茂克，“ カスケード型 ICP-MS の前処理法のための均一液液抽出法の開発 ”，
第３回北関東磐越地区化学技術フォーラム要旨集（PP-33），北関東磐越地区科学技術フォーラム，p.36 

（2017.9）．
㊲　押手茂克，“ 迅速簡便な高倍率濃縮法を用いた難測定・超微量物質の高感度計測・評価システムの開発 ”，「水

環境再生のための浄化材料研究の開発」に関する研究ネットワーク研究発表会要旨集，国立高等専門学校機
構 平成 29 年度プロジェクト経費助成事業 研究ネットワーク支援事業「水環境再生のための上か材料研究」，
p.8（2018.3）．

㊳　押手茂克，青木満理奈，菜花麻衣，海藤育未，諏江なつき，“ カスード型 ICP-MS で用いる試料溶液の前
段濃縮法としての難測定超微量物質の均一液液抽出（HoLLE）の開発 ”，福島イノベーション・コースト構
想「福島復興学ワークショップ」ポスターセッション（6），一般財団法人福島イノベーション・コースト構
想推進機構・福島県・復興庁・経済産業省，p.2 （2018.3）．

㊴　佐々木尚也，大平佑梨香，押手茂克，青木満理奈，菜花麻衣，海藤育未，諏江なつき，“ 放射性物質測定
に用いるカスケード型 ICP-MS の前処理法のための均一液液抽出（HoLLE）の検討 ”，第 7 回環境放射能除
染研究発表会要旨集（P1-05），一般社団法人環境放射能とその除染・中間貯蔵および環境再生のための学会，
p.51（2018.7）．

㊵　押手茂克，遠藤彩香，“ 均一液液抽出法（HoLLE）に基づく共存イオンの影響を受けにくいフッ化物イオ
ン定量法の開発 ”，日本分析化学会第 67 年会講演プログラム集 （P3062），日本分析化学会，p.37 （2018.9）．

㊶　S. Kikuchi, Y. Sakuta, S. Oshite, “Adsorption Charactaristics of the New Fibrous Adsorbent for the 
Recovery of Cesium in the Environmental Water”，平成 30 年度化学系学協会東北大会講演予稿集 （2P016），
日本化学会東北支部，p.134（2018.9）．

㊷　Hirohito Umezawa, Masumi Suzuki and Shuji Okada, Synthesis and Characterization of Stilbene 
Derivatives with Dialkylamino and Trimethylammonio Groups for Second-Order Nonlinear Optics, The 
18th International Symposium on Advanced Organic Photonics（ISAOP-18），（2018.9）

㊸　梅澤洋史・清水和恵・谷田恵太・小関良卓・笠井　均 , ポドフィロトキシン - ヒノキチオール誘導体のナ
ノ粒子作製と評価 , 日本化学会第 98 春季年会（2018.3）

㊹　芳賀桃佳，梅澤洋史，有機イオン色素を導入したホスト - ゲスト型２次非線形光学ポリマーの作製 , 第 3
回北関東磐越地区化学技術フォーラム（2017.12）

㊺　髙橋昂太，梅澤洋史，ジュロリジニル基を導入した新規 2 次非線形光学材料の合成と評価，第 3 回北関東
磐越地区化学技術フォーラム（2017.12）

㊻　清水和恵，谷田恵太，小関良卓，笠井　均，梅澤洋史 , ポドフィロトキシン - ヒノキチオール誘導体薬剤
ナノ粒子の作製と評価，第 3 回北関東磐越地区化学技術フォーラム（2017.12）

㊼　Taiga Shimizu, Ryota Saito, Ryota Koiuzumi, Masahide Hagiri, Kaito Mizumachi, Yoichiro Sogame, 
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Analysis of 16S rRNA Genes of Symbiotic Luminous Bacteria Coexisting with Deep Sea Fish 
Chlorophthalmus, Water and Environment Technology Conference 2018, A-12（2018.7）

㊽　Tomoyuki Fujisaki, Keita Kashima, Masahide Hagiri, Masanao Imai, Adsorption characteristics of 
immobilized Prussian Blue particles on environmental-friendly chitosan membrane for cesium ion removal 
from aqueous phase, 23rd International Congress of Chemical and Process Engineering, C4.3,（2018.8）

㊾　蛭田愛未，渡邉隆也，坂本隆晃，羽切正英，加島敬太，A 型ゼオライトを包埋したアルギン酸自立膜の調製，
第 3 回北関東磐越地区化学技術フォーラム講演要旨集，p.32，（2017.12）

㊿　本田一史，羽切正英，銅製錬スラグ－セッコウ系複合材料の作製，第 3 回北関東磐越地区化学技術フォー
ラム講演要旨集，p.33，（2017.12）

�　多田琴音，本田一史，小野拓実，内田修司，羽切正英，銅製錬スラグのリン酸抽出特性，第 3 回北関東磐
越地区化学技術フォーラム講演要旨集，p.34，（2017.12）

�　河本雄大，羽切正英，粉砕プロセスを応用したリン酸銀光触媒微粒子の合成，第 3 回北関東磐越地区化学
技術フォーラム講演要旨集，p.36，（2017.12）

�　蛭田愛未，渡邉隆也，羽切正英，加島敬太，A 型ゼオライトを包埋したアルギン酸膜の等温吸着試験によ
るイオン交換特性の評価，第 23 回高専シンポジウム in Kobe 講演要旨集，PA-020，（2018.1）

�　渡邉隆也，蛭田愛未，坂本隆晃，羽切正英，加島敬太，ポリエチレングリコールを導入したアルギン酸膜
の膜透過試験およびバッチ試験による重金属イオン捕捉能の検討，第 23 回高専シンポジウム in Kobe 講演
要旨集，PA-021，（2018.1）

�　河本雄大，羽切正英，粉砕プロセスを応用したリン酸銀光触媒微粒子の高効率合成，第 23 回高専シンポ
ジウム in Kobe 講演要旨集，PA-047，（2018.1）

�　多田琴音，本田一史，小野拓実，内田修司，羽切正英，鉄回収率の向上を目指した銅製錬スラグのリン酸
抽出条件の検討，第 23 回高専シンポジウム in Kobe 講演要旨集，PA-048，（2018.1）

�　本田一史，羽切正英，銅製錬スラグ－セッコウ系複合材料の作製と強度評価，第 23 回高専シンポジウム
in Kobe 講演要旨集，PF-035，（2018.1）

�　羽切正英，瓜田裕之，微細中空ガラス球状体へのヒドロキシアパタイト被覆層の形成，第 23 回高専シン
ポジウム in Kobe 講演要旨集，PF-046，（2018.1）

�　佐藤　潤，林　真，羽切正英，演習室での分子シミュレーション実習を通じた異学年協働型授業の試み，
第 23 回高専シンポジウム in Kobe 講演要旨集，PG-039，（2018.1）

�　渡邉隆也，蛭田愛未，加島敬太，羽切正英，A 型ゼオライトを包埋したアルギン酸膜の Cs+ イオン交換
特性の評価，第 7 回環境放射能除染研究発表会要旨集，p.78，（2018.7）

�　羽切正英，Shofiyah Sakinah，佐々木美佳，リン酸カルシウムセメント硬化体の銀イオン交換による可視
光応答光触媒材料の合成，第 27 回無機リン化学討論会講演要旨集，pp.35-36，（2018.8）

�　羽切正英，多田琴音，小野拓実，本田一史，内田修司，Recovery of iron from copper smelter slag by 
phosphoric acid，平成 30 年度化学系学協会東北大会講演予稿集，p.91，（2018.9）

�　甲野裕之，近藤修啓，平林克樹，尾形　慎．黒酵母が作る新規βｰグルカンの可逆的秩序－無秩序転移の解明．
第 57 回 NMR 討論会（2018.9）

� 小野田崇司，尾形　慎，長田光正．高温高圧水中でのシアル酸からの N-acetyl-mannosamine（ManNAc）
配糖体と 2,7-anhydro-Neu5Ac の合成．日本応用糖質科学会 （2018.9）

�　尾形　慎，山中隆史，相田玲奈，山内紀子，大坪忠宗，池田　潔，加藤竜也，朴龍洙，左　一八．シアロ
糖鎖微粒子を用いた馬インフルエンザウイルスの高感度検出．日本応用糖質科学会（2018.9）

�　甲野裕之，近藤修啓，平林克樹，尾形　慎．水溶性黒酵母由来β - グルカン（KBG）の高次構造とその秩
序－無秩序転移現象．日本応用糖質科学会（2018.9）

�　尾形　慎，小野田崇司，鈴木哲朗，朴龍洙，碓氷泰市．低分子型糖鎖クラスターの架橋複合体形成能を利
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用したウイルス粒子の簡便除去技術．グライコサイエンス若手フォーラム 2018（2018.8）
�　松井　萌，河野はるか，尾形　慎．分子設計と酵素合成によるリゾチーム活性測定用基質の開発グライコ

サイエンス若手フォーラム 2018（2018.8）
�　尾形　慎，山内紀子，藤田彩華，甲野裕之．糖被覆型微粒子の合成と視的識別が可能なウイルス検出シス

テムの開発．全国高専フォーラム（2018.8）
�　青木大地，磯上彩夏，鈴木萌花，田中大輔，尾形　慎，若松　孝．電場印加によるニワトリ卵白リゾチー

ムの低温結晶化．日本応用糖質科学会東北支部会（2018.7）
�　松井　萌，河野はるか，尾形　慎．新規リゾチーム活性測定基質 Gal β 1,4GlcNAc β 1,4GlcNAc- β -pNP

の合成．日本応用糖質科学会東北支部会（2018.7）
�　泥谷亮太，田中大輔，尾形　慎，若松　孝．電場印加によるリゾチーム結晶化促進効果．第 18 回日本蛋

白質科学会年会（2018.6）
�　青木大地，鈴木萌花，田中大輔，尾形　慎，若松　孝．電場印加によるリゾチームの低温結晶化．第 18

回日本蛋白質科学学会年会（2018.6）
�　甲野裕之，近藤修啓，平林克樹，尾形　慎，池松真也．水溶性黒酵母由来β - グルカンの高次構造解析．

第 67 回高分子学会年次大会（2018.5）
�　近藤修啓，平林克樹，甲野裕之，戸谷一英，尾形　慎，池松真也．水熱処理した黒酵母βグルカン「KBG」

について．第 116 回精糖技術研究会年次大会（2018.5）
�　青木大地，鈴木萌花，田中大輔，尾形　慎，若松　孝．リゾチームタンパク質の低温結晶化における電場

印加の効果．第 65 回応用物理学会春季学術講演会（2018.3）
�　尾形　慎，山中隆史，相田玲奈，谷地赳拓，山内紀子，大坪忠宗，池田　潔，加藤竜也，朴龍洙，左

一八．新規糖鎖微粒子を用いたウマインフルエンザウイルスの高感度検出．日本農芸化学会（2018.3）
�　松井　萌，河野はるか，松﨑優香，加藤優奈，碓氷泰市，尾形　慎．リゾチーム活性測定用基質の設計と

合成．日本農芸化学会（2018.3）
�　尾形　慎．機能性糖鎖高分子の開発と展開．東北地区先端高分子セミナー（2018.3）
�　青木大地，鈴木萌花，田中大輔，尾形　慎，若松　孝．リゾチーム結晶化における電場印加と温度および

pH の効果．日本生物工学会北日本支部シンポジウム（2017.12）
�　相田玲奈，山中隆史，谷地赳拓，山内紀子，大坪忠宗，池田　潔，加藤竜也，朴龍洙，左　一八，尾形

慎．糖鎖微粒子の合成とウマインフルエンザウイルスの高感度検出．日本生物工学会北日本支部シンポジウ
ム（2017.12）

�　松井　萌，松﨑優香，加藤優奈，河野はるか，碓氷泰市，尾形　慎．ニワトリ卵白リゾチームに対する新
規活性測定用基質の設計と合成．日本生物工学会北日本支部シンポジウム（2017.12）

�　尾形　慎．酵素合成を利用した機能性糖質材料の開発と展開．日本生物工学会北日本支部シンポジウム
（2017.12）

�　遠藤博之，相田玲奈，谷地赳拓，山内紀子，大坪忠宗，池田　潔，加藤竜也，朴龍洙，山中隆史，左
一八，尾形　慎．ウマインフルエンザウイルスを吸着濃縮可能な糖鎖微粒子の合成．第 3 回北関東磐越地区
化学技術フォーラム（2017.12）

�　中澤誠人，尾形　慎．糖鎖高分子を利用したELISAプレートの作製．第3回北関東磐越地区化学技術フォー
ラム（2017.12）

�　鈴木萌花，青木大地，田中大輔，尾形　慎，若松　孝．リゾチーム結晶化における電場印加と温度の効果．
第 3 回北関東磐越地区化学技術フォーラム（2017.12）

�　松井　萌，松﨑優香，加藤優奈，河野はるか，碓氷泰市，尾形　慎．末端ガラクトシル化キトテトラオー
ス誘導体を用いたリゾチームの新規活性測定法．グライコサイエンス若手フォーラム 2017（2017.10）

�　青木大地，鈴木萌花，田中大輔，尾形　慎，若松　孝．準安定領域リゾチームの結晶化における電場印加
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の効果．グライコサイエンス若手フォーラム 2017（2017.10）
�　中澤誠人，坂本舞央，谷地赳拓，山内紀子，車田研一，尾形　慎．糖鎖固定化有機シリカ微粒子の作製に

おける最適条件検討．グライコサイエンス若手フォーラム 2017（2017.10）
�　遠藤博之，相田玲奈，坂本舞央，谷地赳拓，山内紀子，大坪忠宗，池田　潔，加藤竜也，朴龍洙，山中隆

史，左　一八，尾形　慎．Neu5Gc α 2,3LacNAc 固定化微粒子のウマインフルエンザウイルス濃縮能評価．
グライコサイエンス若手フォーラム 2017（2017.10）

�　Ryota KOIZUMI, Taiki ONO, Ryota SAITO, Taiga SHIMIZU, Tatsuya SAKAI, Yoichiro SOGAME 
Gamma Radiation Tolerance and Influence on Cell Growth in Unicellular Colpoda sp. Water and 
Environment Technology Conference 2018（2018.7）  

�　Ryota SAITO, Ryota KOIZUMI, Yoichiro SOGAME. Comparative Analysis: Tolerance for Varying 
Amount of Gamma Radiation in Eukaryote Colpoda sp. Vegetative Cells vs. Resting Cysts. Water and 
Environment Technology Conference 2018（2018.7）  

�　Taiga SHIMIZU, Ryota SAITO, Ryota KOIZUMI, Masahide HAGIRI, Kaito MIZUMACH, Yoichiro 
SOGAME. Analysis of 16S rRNA Genes of Symbiotic Luminous Bacteria Coexisting with Deep Sea Fish 
Chlorophthalmus. Water and Environment Technology Conference 2018（2018.7）  

�　十亀陽一郎，小泉亮太，小野泰輝，武弓利雄 . 単細胞生物コルポーダの放射線耐性に関する研究第 52 回
日本水環境学会年会（2018.3）  

�　小泉亮太，小野泰輝，齊藤瞭汰，十亀陽一郎 . 農地環境に適応した単細胞生物の放射線耐性に関する研究 . 
土木学会東北支部技術研究発表会（7-32）（2018.3） 

�　清水大雅，水町海斗，十亀陽一郎 . いわき市シティーフィッシュ “ メヒカリ ” に共生する発光バクテリア
の採集と同定 . 土木学会東北支部技術研究発表会（7-24）（2018.3）

�　油井三和：東京電力福島第一原発事故に関わる環境回復の現状と今後の展望，化学工学会東北支部　第
23 回東北ジョイント夏季セミナー講演資料集、pp.61-86,（2018.9）

�　佐藤佳子，岩田尚能，伴雅雄湖水・湧水の火山起源の希ガス同位体比測定の試み日本質量分析学会同位体
比部会， （2017.11）

�　Keiko Sato, Hidenori Kumagai For noble gas measurement on submarine hydrothermal fluids, hot 
spring and environmental water using halogen and sulfide getters Mass Spectrometry and Proteomics 
2018 （MSP2018） & 9th Asia-Oceania Human Proteome Organization （AOHUPO） Conference，（2018.5）

�　川村瑠璃，〇佐藤佳子，熊谷英憲，羽生　毅，田上高広　ハワイ島マウナロア火山における歴史溶岩に含
まれる初生アルゴン同位体比の変化 日本火山学会 2018 年年会，（2018.9）

5） その他
①　内田修司　特許　焼却飛灰中に含まれる放射性物質の抽出装置および抽出方法　特許第 6234033 号
（2017.11）

②　内田修司　特許　銅スラグを原料とする高純度計算室材料及びその製造方法　特許 6300205 号（2018.3）
③　特許　銅スラグの処理方法　特許第 6363035 号（2018.7）
④　天野仁司，連載：ロボットづくりの話あれこれ「電気計算」電気書院，（2017.10 ～ 2018.9）
⑤　車田研一：長岡技術科学大学「地域産業と国際化」Visual perceptive differentiation of flowing materials 

in the scenes of manufacturing（2018.7）（長岡）
⑥　車田研一　公益財団法人　岩谷直治記念財団　研究助成報告会議「原子力発電所廃炉サイトでのバイオ・

コンソリデーションによる地表砂地盤中での粒子結着による汚染種の拡散の抑止　Part 1 : コンクリート健
全性に関する研究」（2018.3）（東京）

⑦　平成 30 年度国家課題対応型研究開発推進事業「英知を結集した原子力科学技術・人材育成推進事業 （廃
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止措置研究・人材育成等強化プログラム）」（H27 ～ H32，文部科学省） 「マルチフェーズ型研究教育による
分析技術者人材育成と廃炉措置を支援加速する難分析核種の即応的計測法の実用化に関する研究開発（福島
大学共生理工学類・高貝慶隆））：研究分担（代表）押手茂克，内田修司，羽切正英 .

⑧　学生ポスター賞（佐々木尚也）：佐々木尚也，大平佑梨香，押手茂克，青木満理奈，菜花麻衣，海藤育未，
諏江なつき，“ 放射性物質測定に用いるカスケード型 ICP-MS の前処理法のための均一液液抽出（HoLLE）
の検討 ”，第 7 回環境放射能除染研究発表会要旨集 （P1-05），一般社団法人環境放射能とその除染・中間貯
蔵および環境再生のための学会，p.51 （2018.7）

⑨　日本分析化学会第 67 年会実行委員会としての準備・運営活動：押手茂克，日本分析化学会第 67 年会，日
本分析化学会 （2018.9）

⑩　いわき市廃棄物減量等推進審議会員としての活動：押手茂克，いわき市役所 （2018 年度）．
⑪　羽切正英，内田修司，國谷亮介，銅製錬スラグを原料とする高純度ケイ酸質材料及びその製造方法，特許

登録番号第 6300205 号，（2018.3）
⑫　内田修司 , 羽切正英 , 小島悠人，銅スラグの処理方法，特許登録番号第 6363035 号，（2018.7）
⑬　羽切正英，銅製錬副産物を原料とした鉛代替放射線遮蔽材料の開拓，日本銅学会平成 30 年度研究助成， 
（2018.4）

⑭　尾形　慎，山中隆史，相田玲奈，谷地赳拓，山内紀子，大坪忠宗，池田　潔，加藤竜也，朴龍洙，左　
一八：日本農芸化学会第 9回トピックス賞（2018.4）

⑮　【土木学会】油井三和，調査研究部門　エネルギー委員会　低レベル放射性廃棄物・汚染廃棄物対策に関
する研究小委員会委員（2018.9 ～）

⑯　 【環境省】油井三和，中間貯蔵除去土壌等の減容・再生利用技術開発戦略検討会委員（2018.7 ～）
⑰　〈プロシーディング〉
　Keiko Sato, Hidenori Kumagai
　For noble gas measurement on submarine hydrothermal fluids, hot spring and environmental water using 

halogen and sulfide getters, Mass Spectrometry and Proteomics 2018 （MSP2018） & 9th Asia-Oceania 
Human Proteome Organization （AOHUPO） Conference, 2018

⑱　〈特許〉
　特開 2017-106903
　【発明の名称】ガス分析用前処理装置及びガス分析用前処理方法
　【発明者】佐藤佳子、熊谷英憲
⑲　〈科研費〉
　経費名：科学研究費　基盤研究（C）
　期間：2016-2018 年
　課題名：希ガス同位体を用いて爆発的噴火の準備過程が熱水活動に与える影響の検討
　役割：佐藤佳子（研究代表者）、研究統括および希ガス同位体測定および若い火山の年代測定および解析
⑳　〈審査員〉
　【日本学術振興会】佐藤佳子　特別研究員等審査会審査員（2017.6 ～ 2018.9）

都市システム工学科

2）論文
①　齊藤充弘，いわき市を対象とした東日本大震災前後の小中学生にみる遊びと公園利用の変化について，日
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本都市計画学会都市計画論文集第 52 巻 3 号，pp.754 ～ 761，（2017.10）
②　齊藤充弘，高校生にみる通学と自転車利用の変化について－いわき市平地区を対象として－，日本都市計

画学会都市計画報告集 No.17，pp.8 ～ 13，（2018.5）
③　Mitsuhiro Saito, An Approach to the Changes in Population and Industry Accumulation of a Largely 

Merged City and the Land Use Changes in Urban Areas - Targeting Iwaki City Fukushima Prefecture, 
Japan -, 2018 International Conference of Asian-Pacific Planning Societies Proceedings, pp.318 ～ 332, 

（2018.8）
④　緑川猛彦，車田研一，江本久雄：高温加熱を受けたコンクリートの圧縮強度と弾性係数との関係，コンク

リート工学年次論文報告集，Vol.40，No.1，pp.1005-1010，（2018.7）
⑤　金澤伸一，五十嵐日菜，飯塚　敦 : 解析による施工時期の違いが盛土の初期応力に与える影響，土木学会

論文集 A2, 土木学会，Vol.73, pp.489-496，（2018.2）（査読有り）
⑥　林　久資，西内瑞生，金澤伸一，石山宏二 : 直接処分施設の建設・運用時における力学的影響予測 , トン

ネル工学論文集，土木学会，Vol.27 pp.1-5，（2017.12）（査読有り）
⑦　江本久雄，小室宏貴，橋梁カードによる AR を用いた点検支援システムの開発，第 43 回土木情報学シン

ポジウム講演論文集，Vol.43，pp.165-pp.168，（2018.9）
⑧　衞藤俊彦，諏訪田大樹，菊地卓郎，大澤範一，Dynamic SGS モデルを用いた三次元傾斜サーマルの数値解析，

土木学会論文集 B2（海岸工学），Vol. 73，No. 2（海岸工学論文集第 64 巻），I_463-I_468，公益社団法人土木学会，
（2017.10）

4）口頭発表
①　緑川太智，齊藤充弘，震災前の地域構造を考慮した復興計画の評価について，2017 年度土木学会東北支

部技術研究発表会，Ⅳ－ 17，（2018.3）
②　森本元太郎，齊藤充弘，都市施設の分布にみる防災・減災ユニットの評価について，2017 年度土木学会

東北支部技術研究発表会，Ⅳ－ 18，（2018.3）
③　木田隆雅，齊藤充弘，広域拠点機能を有する市街地の土地利用変化について，2017 年度土木学会東北支

部技術研究発表会，Ⅳ－ 20，（2018.3）
④　木田亜梨沙，齊藤充弘，市街地における公園分布と空間構成について，2017 年度土木学会東北支部技術

研究発表会，Ⅳ－ 21，（2018.3）
⑤　佐藤優輝，齊藤充弘，上級市道に着目した交通体系の変化について，2017 年度土木学会東北支部技術研

究発表会，Ⅳ－ 51，（2018.3）
⑥　緑川猛彦，車田研一，江本久雄：フライアッシュベースジオポリマーモルタルの高温加熱後の強度特性，

土木学会第 73 回年次学術講演会 V-096，pp.191-192，（2018.8）
⑦　緑川猛彦，車田研一：モルタル加熱時の見掛けの密度に及ぼす化合物の影響，第 72 回セメント技術大会，

pp.4-5，（2018.5）
⑧　吉田　葵，澤村真美，緑川猛彦：高温加熱を受けたモルタルの強度低下について，土木学会東北支部技術

研究発表会講演概要集，Ⅴ -17（CD-ROM），（2018.3）
⑨　澤村真美，吉田　葵，緑川猛彦：ジオポリマーモルタルの配合に関する考察，土木学会東北支部技術研究

発表会講演概要集，Ⅴ -16（CD-ROM），（2018.3）
⑩　緑川猛彦，車田研一，林　久資：高温加熱を受けたモルタルの熱劣化と再養生のメカニズムについて，第

44 回セメント・コンクリート研究討論会論文報告集，pp.59-62，（2017.10）
⑪　市川　希，金澤伸一，武藤尚樹 : 熱／土／水／空気連成解析を用いたベントナイト緩衝材の再冠水挙動に

関する解析的検討，pp.2F06，日本原子力学会秋の大会，（2018.8）
⑫　武藤尚樹，金澤伸一，市川　希 : 温度変化を考慮したベントナイトの膨潤圧の計測について，日本原子力
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学会秋の大会，pp.2F07,（2018.8）
⑬　五十嵐日菜，金澤伸一 : 不飽和土／水／空気連成解析を用いた盛土構造物の力学挙動解析，平成 30 年度

土木学会全国大会，第 73 回年次学術講演会，pp.591-592,（2018.8）
⑭　石山宏二，真田昌慶，福井勝則，金澤伸一 : 拡張したコンプライアンス可変型構成方程式による坑道周

辺岩盤の長期力学挙動評価手法の検討，平成 30 年度土木学会全国大会，第 73 回年次学術講演会，pp.85-86,
（2018.8）

⑮　市川　希 , 金澤伸一，林　久資，武藤尚樹，石山宏二 : 温度変化を考慮したベントナイト緩衝材の膨潤圧
特性 : 平成 30 年度土木学会全国大会，第 73 回年次学術講演会，pp.33-34,（2018.8）

⑯　小野里花子 , 金澤伸一 : 集中豪雨による河川堤防崩壊メカニズムの解明，平成 30 年度土木学会全国大会，
第 73 回年次学術講演会，pp.473-474,（2018.8）

⑰　草野泰治，金澤伸一 : 被災確率論による液状化判定手法の適用，平成 30 年度土木学会全国大会 , 第 73 回
年次学術講演会，pp.77-78,（2018.8）

⑱　西内瑞生，林　久資，金澤伸一，左部晃司，石山宏二 : 直接処分用の坑道建設・操業時における周辺岩盤
の力学的影響について , 平成 30 年度土木学会全国大会，第 73 回年次学術講演会，pp.83-84,（2018.8）

⑲　武藤尚樹，金澤伸一，林　久資，星　達也，石山宏二 : 種々の条件を考慮したベントナイト緩衝材の力学
特性に関する実験的検討，平成 30 年度土木学会全国大会，第 73 回年次学術講演会，pp. 35-36,（2018.8）

⑳　松本優花，林　久資，金澤伸一，西内瑞生 : 併設トンネル施工が地山および支保工に及ぼす力学的影響に
ついて，平成 30 年度土木学会全国大会，第 73 回年次学術講演会， pp.1159-1160,（2018.8）

㉑　鈴木　颯，金澤伸一， 小野里花子 : 外水位変動に起因した河川堤防崩壊メカニズムの検討 , 第 53 回地盤工
学研究発表会講演集 , pp.544-545,（2018.7）

㉒　鈴木聡恵，金澤伸一，五十嵐日菜 : 施工条件の違いを考慮した盛土の初期応力解析 , 第 53 回地盤工学研究
発表会講演集，pp.1008-1009,（2018.7）

㉓　金澤伸一，松崎慎也，飯塚　敦 : 突発的豪雨に起因する盛土構造物の破壊に関する解析的検討，第 21 回
応用力学シンポジウム，（2018.5） （Flash Memory）．

㉔　松本優花，林　久資，金澤伸一，西内瑞生 : 高速道路四車線化に伴うトンネル掘削法の一考察，平成 29
年度土木学会東北支部技術研究発表会，（2018.3）

㉕　市川　希，金澤伸一，林　久資，石山宏二 : 地層処分施設における温度変化を考慮したベントナイト緩衝
材の膨潤特性の把握，第 23 回高専シンポジウム，（2018.1）（ポスター発表）．

㉖　武藤尚樹，金澤伸一，林　久資，石山宏二 : 地層処分施設における温度・密度・飽和度変化を考慮したベ
ントナイト緩衝材の力学挙動に関する研究，第 23 回高専シンポジウム，（2018. 1）（ポスター発表）．

㉗　五十嵐日菜，金澤伸一 : キャピラリーバリア機能を用いた汚染土の廃棄手法に関する研究，第 23 回高専
シンポジウム，（2018.1）（ポスター発表）．

㉘　森崎哲也，江本久雄，橋桁下面の点検および VR データの作成用画像を撮影するマルチコプタのための
P3P による自己位置検出，2018 年度機械学会年次大会，（2018.9）

㉙　吉武俊章，石橋直樹，江本久雄，宮本文穂，センサデータを活用した舗装補修優先区間表示手法の提案，
平成 30 年度土木学会第 73 回年次学術講演会，（2018.8）

㉚　十亀陽一郎，江本久雄，発光バクテリアによるコンクリート製下水管きょの評価，平成 30 年度土木学会
第 73 回年次学術講演会，（2018.8）

㉛　江本久雄，緑川猛彦，吉武俊章，磯上秀知，福島県における路面性状評価システムの適用の試み，平成
30 年度土木学会第 73 回年次学術講演会，（2018.8）

㉜　十亀陽一郎，江本久雄，発光バクテリアを用いた下水水質評価と下水管きょ劣化評価へのアプローチ，土
木学会東北支部技術研究発表会，（2018.3）

㉝　箱崎悠哉，江本久雄，AR を用いた福島県における橋梁維持管理支援システムの基礎的研究，土木学会東
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北支部技術研究発表会，（2018.3）
㉞　鈴木渓太，江本久雄，吉武俊章，福島県における道路施設維持管理支援システムの研究，土木学会東北支

部技術研究発表会，（2018.3）
㉟　長谷部有希，江本久雄，QGIS による橋梁維持管理データベースの研究開発，土木学会東北支部技術研究

発表会，（2018.3）
㊱　佐藤　暁，江本久雄，十亀陽一郎，発光バクテリアを用いた水質評価と下水管きょ評価への応用，平成

29 年度第 2 ブロック研究情報交換会，（2017.12）
㊲　佐藤　暁，江本久雄，十亀陽一郎，発光バクテリアの発光強度による下水水質評価方法の検討，第 8 回福

島地区 CE セミナー，（2017.12）
㊳　佐藤　暁，江本久雄，十亀陽一郎，発光バクテリアを用いた環境評価システムの構築，第 3 回北関東磐越

地区化学技術フォーラム，（2017.12）
㊴　佐藤広樹，菊地卓郎，衞藤俊彦，大澤範一，固体粒子浮遊流における周囲流体の違いが乱流構造に与える

影響，平成 29 年度土木学会東北支部技術研究発表会講演概要，公益社団法人土木学会東北支部，Ⅱ ‐ 84，
（2018.3）

㊵　菊地卓郎，佐藤広樹，衞藤俊彦，大澤範一，飛砂の数値解析における砂の連行係数について，土木学会第
73 回年次学術講演会講演概要集，公益社団法人土木学会，Ⅱ -162，（2018.8）

5）その他
①　金澤伸一，林　久資，高山裕介，石山宏二，太田秀樹 : 平成 29 年度放射性共通技術調査等事業（放射性

廃棄物重要基礎技術研究調査），「天然バリアと人工バリアの力学特性を考慮した放射性廃棄物処分施設の長
期的な力学挙動予測システムの開発」成果報告書（2018.3）

②　江本久雄，日本の橋について，2018 さくらサイエンスプラン　陝西工業職業技術学院と福島高専との実
践的ものづくり交流と先端技術視察，（2018.6）

③　江本久雄，土木構造物の維持管理に関する研究事例紹介，日本建築学会　東北支部　施工部会研究会～建
物の長寿命化とリニューアル工事等～，（2017.12）

ビジネスコミュニケーション学科

2）論文
　①　若林晃央・神尾　真，「エネルギー資源の歴史と課題」，『研究紀要』，第 58 号，pp.57-63，福島工業高

等専門学校，（2017.12）

3） 雑誌 ・記事 ・総説 ・解説
①　渡辺エリカ , A Parents Perspective on Raising Bilingual/Bicultural Children: A First-Person Account 

Published in “Raising Bilingual and Bicultural Children in Japan: Essays from the Inaka”[JALT 
Bilingualism SIG Copyright, Tokyo, 2018]

②　渡辺エリカ，Using Journal Writing to Help with Free Talking
Published in “Explorations in Teacher Development, JALT Teacher Development SIG, Volume 25, Number 

1 [Published by JALT TD SIG]
③　Nghiêm-Phú Bình （2018）．Correlation between tourists’ perceptions/evaluations of destination 

attributes and their overall satisfactions: Observations of a meta-analysis. European Journal of Tourism 
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Research, 19, 98-115. （2018.7）
④　Nghiêm-Phú Bình （2018）．Comment and comment response strategies – An analysis of hotel guests’ 

comments and managers’ responses. Tourism and Hospitality Management, 24（1），133-149. （2018.5）
⑤　Nghiêm-Phú Bình; Jillian Rae Suter （2018）．Airport image: An exploratory study of McCarran 

International Airport. Journal of Air Transport Management, 67, 72-84. （2018.3）
⑥　Nghiêm-Phú Bình （2018）．The latent structures of life satisfaction. Journal of the Indian Academy of 

Applied Psychology, 44（1）， 109-119. （2018.2）
⑦　Nghiêm-Phú Bình （2017）．Predicting tourist loyalty to a small emerging destination – The importance 

of destination image. ASEAN Marketing Journal, 9（2），101-114. （2017.12）
⑧　Nghiêm-Phú Bình （2017）．Sensory marketing in an outdoor out-store shopping environment – An 

exploratory study in Japan. Asia Pacific Journal of Marketing and Logistics, 29（5），994-1016. （2017.12）

4）口頭発表
①　若林晃央，「結婚と恋愛―恋愛結婚の結婚性と恋愛性―」，社会・経済システム学会第 36 回大会，芝浦工

業大学，pp.81-84，（2017.11）
②　渡辺エリカ，招待講師，Entering the Real World and Becoming a Real Adult, Quest International University 

Perak パラック，マレーシア（2018.3）
③　渡辺エリカ，プレゼンター司会者パネル スピーカー Sustaining Human Resources through Internships, 

5th Regional Conference on Campus Sustainability “Climate Action and Campus Sustainability” マレーシ
ア サバ大学（2018.3）

④　Nghiêm-Phú Bình （2018）．What determines hotel guests’ satisfaction? Findings of a quantitative 
datamining study. Proceedings of the 24th Asia Pacific Tourism Association （APTA） Conference （pp. 
575-577）．Cebu: APTA. （2018.7）

⑤　Nghiêm-Phú Bình （2017）．Train fans’ activities – An exploratory analysis of Japanese train fans’ blogs. 
Paper Presented at the 5th International Conference on Hospitality and Tourism Management 2017 

（ICOHT 2017），October 17-18, 2017, The International Institute of Knowledge Management, Colombo, Sri 
Lanka. （2017.10）

一般教科

1）著書
①　笠井　哲，教えることは学ぶこと，分担執筆，磐城共立高等看護学院 50 年の歩み　創立 50 周年記念誌，

磐城共立高等看護学院，20,（2018.3）

2）論文
①　笠井　哲，沢庵禅師における医学思想について，印度学仏教学研究，第 66 巻第１号，108 － 114，日本印

度学仏教学会（2017.12）
②　西浦孝治，高遠節夫，「KeTCindy による数学教材の作成とその教育効果の検証」，京都大学数理解析研究

所講究録 2067, 177-182 （2018.4）
③　渡辺賢治，露伴と一葉の居住空間―〈下谷区〉御徒町と上野西黒門町―，解釈学，第 81 輯，pp.19 － 25，
（2017.11）

④　渡辺賢治，西黒門町という「磁場」―樋口一葉を始めとした６名の著名人―，福島工業高等専門学校研究
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紀要，第 58 号，pp.111 － 118，（2017.12）
⑤　渡辺賢治，西黒門町と著名人たち―明治二十年前後の当地における文化・風土―，解釈学，第 82 輯，

pp.21 － 25，（2018.3）
⑥　渡辺賢治，〈下谷区〉御徒町と西黒門町の風土―露伴・一葉を中心に―，『国文学踏査』第 29 号　pp.86

－ 98，（2018.3）
⑦　T. Sawada, Quotients of smooth projective toric varieties by μ p in positive characteristics p, preprint, 

arXiv:1809.00867, （2018. 9）
⑧　M. Oogane, A. P. McFadden, Y. Kota, T. L. Brown-Heft, M. Tsunoda, Y. Ando, and C. J. Palmstrøm, 

“Fourfold symmetric anisotropic magnetoresistance in half-metallic Co2MnSi Heusler alloy thin films”, 
Japanese Journal of Applied Physics, vol. 57, pp.063001-1–063001-4 （2018.4）．

⑨　N. Kobayashi, Y. Kota, and A. Sakuma, “Microscopic theory of directional-order-related 
magnetocrystalline anisotropy energy of L10-type alloys”, Journal of the Physical Society of Japan, vol. 87, 
pp. 094714-1–094714-8 （2018.8）．

⑩　J. H. Morris, Rethinking the History of Conversion to Christianity in Japan. University of St Andrews, 
Doctoral Thesis. （2018.6）．

⑪　J. H. Morris, China, Japan, and Christian Emissaries to Muslim Lands in Islam and Christian-Muslim 
Relations, Vol. 29, No. 2, pp. 167-191 （2018.4）． 

⑫　J. H. Morris, Christian-Muslim Relations in China and Japan in the 16th and early 17th Centuries in 
Islam and Christian-Muslim Relations, Vol. 29, No. 1, pp. 37-55 （2018.1）．

⑬　J. H. Morris, The Case for Christian Missionary Activity in Japan prior to the 16th Century, Part II: 
Evidence of the Earliest Encounter with Abrahamic Religions in Japan – Religious Encounters in Yuán-
Kamakura Relations, in Oriens Christianus, Vol. 100, pp. 153-187 （2018.8）．

3）雑誌・記事・総説・解説
①　布施雅彦，災害時における人とのつながり１―東日本大震災時での高専におけるソーシャルメディアの活

用―，工学教育資料，通巻第 378 号，pp.7-11，実教出版，（2018.3）
②　布施雅彦，災害時における人とのつながり２―緊急時おける放射線モニタリングの地域活動について―，

工学教育資料，通巻第 379 号，pp.7-11，実教出版，（2018.5）
③　J. H. Morris, Apps for Learning Cursive Japanese in The Digital Orientalist （2018.7）．
④　J. H. Morris, Creating an Online Calculator for the Conversion of Shakkanh— （Japanese） Units in The 

Digital Orientalist （2018.9）．
⑤　J. H. Morris, Creating an Online Calculator （2）: Algorithms and Code in The Digital Orientalist （2018.9）.
⑥　J. H. Morris, The Shrine Database: An Interview with its Creator in The Digital Orientalist （2018.10）．

4）口頭発表
　①　鈴木三男、和賀宗仙、増田健二「カメラ付き IT 端末を活用したミリカンの実験」、第 65 回応用物理学

会春季学術講演会、18a-P1-23（2018.3）
②�　Mari Ishihara, Education in the age of Technology,  5th Regional Conference on Campus Sustainability 

2018, Univerisiti Malaysia Sabah （2018.3）
③　K.Nishiura, “Analysis of the Usefulness of Teaching Materials Including Sound Created by KeTCindy”, 

Conference on Digital Tools in Mathematics Education, University of Coimbra, Portugal（2018.6）
④　西浦孝治，高遠節夫，臼井邦人，「視線測定に基づく図の効果的利用」，数学ソフトウェアとその効果的教

育利用に関する研究，京都大学数理解析研究所， （2018.8）
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⑤　国際学会
　Masahiko Fuse, Regional Monitoring Activities and Radiation Education of TEPCO Fukushima Daiichi 

Nuclear Power plant in Nuclear Disasters in 7 years, International Conference on Society of Science 
Technology Knowledge 2018, Society for Science Technology Knowledge, （2018.8）（査読あり）

⑥　布施雅彦，簡易放射線測定器エアカウンターを利用した環境放射線の測定，環境放射能研究会，KEK,
（2018.3）

⑦　布施雅彦，地域の放射線測定を題材とした情報教育における教材開発と評価，第 43 回教育システム情報
学会全国大会，教育システム情報学会，pp.161-162,（2018.8）

⑧　布施雅彦，全天球映像 VR を活用した ICT 教材制作の教材化の試み，日本教育工学会第 34 回全国大会，
日本教育工学会，（2018.9）

⑨ 加藤明子，FOSTERING FUTURE GLOCAL ENGINEERS FOR SUSTAINABLE DEVELOPMENT OF 
LOCAL COMMUNITIES, JAPAN AND WORLD, 国際技学カンファレンス in 長岡，長岡技術科学大学

（2017.10）
⑩　Takayuki, Nakamura, Akiko Kato and Amanda Crawford-Staub, Activities on Campus Sustainability 

for Solidarity in Japan: A Case Study: The GREEN Program in Fukushima. AASHE 2017, Association for 
the Advancement of Sustainability in Higher Education （2017.10）

⑪　加藤明子，The GREEN Program 福島高専事例紹介，2017 年キャンパスサステイナビリティ年次大会，
愛媛大学（2017.11）

⑫　Akiko Kato, Human resource development programs at NIT-Fukushima college, EAUC annual 
conference, KEELE University, （2018.06）

⑬　加藤明子，地域に貢献したい学生たち，福島復興公民館大学，（2018.07）
⑭　渡辺賢治，幸田露伴研究― ｢雪紛々｣ を中心に―，日本近代文学会東北支部，仙台ビジネスホテル会議室，
（2017.12）

⑮　渡辺賢治，西黒門町という「磁場」―樋口一葉を始めとした６名の著名人―，黒門町歴史研究会（台東区），
新潟県人会館，（2018.2）

⑯　飯田毅士，On sufficient conditions for the boundedness of the fractional maximal operator between weighted 
Lp-spaces with different weights, 実解析シンポジウム 2017,（2017.11）

⑰　飯田毅士，The dual inequality of the boundedness for the Hardy-Littlewood maximal operator and the 
fractional integrals, 日本数学会 2018 年度年会 実函数論分科会（2018.3）

⑱　Y. Kota, “First-principles calculations of Ru-substitution effect on magnetic a　nisotropy and Curie 
temperature in L10-type FePt alloys”, International Conference on Magnetism, H2-01 （2018.7）．

⑲　小田洋平，「L10 型 FePt の磁気異方性とキュリー温度に対する Ru 添加効果の第一原理計算」，第 42 回日
本磁気学会学術講演会，12aPS-45 （2018.9）．

⑳　岡林　潤，小田洋平，鈴木和也，佐久間昭正，水上成美，「XMCD と第一原理計算から見た Mn3–-xGa の
垂直磁気異方性」，第 42 回日本磁気学会学術講演会，14aC-4 （2018.9）．

㉑　J. H. Morris, Christian Conversion and Religious Practice in 16th and 17th Century Japan, The 
European Academy of Religion, Annual Conference 2018 （2018.3）．

㉒　J. H. Morris, Theological Reflections on the Environment: A Liberative Perspective, The Fourth Asian 
Conference on the Social Sciences and Sustainability （2017.12）．

5）その他
①　石原万里，原文で楽しむシェイクスピア「マクベス」平成 30 年 NHK カルチャー１月期講座（2018.1 ～

－ 208 －

研究紀要　第59号（2018）　福島工業高等専門学校



2018.3）
②   石原万里，原文で楽しむシェイクスピア「マクベス」平成 30 年 NHK カルチャー４月講座（2018.4 ～

2018.6）
③　笠井　哲，景清と阿古屋，NHK カルチャー平成 29 年 10 月期講座，芸道の心に触れる〈歌舞伎・探究編

21〉～『阿古屋』・音と心の世界～第１回，於 NHK 文化センターいわき教室，（2017.10）
④　笠井　哲，敵役の人形振り，NHK カルチャー平成 29 年 10 月期講座，芸道の心に触れる〈歌舞伎・探究

編 21〉～『阿古屋』・音と心の世界・～第２回，於 NHK 文化センターいわき教室，（2017.11）
⑤　笠井　哲，華麗な心理戦，NHK カルチャー平成 29 年 10 月期講座，芸道の心に触れる〈歌舞伎・探究編

21〉～『阿古屋』・音と心の世界～第３回，於 NHK 文化センターいわき教室，（2017.12）
⑥　笠井　哲，楽しい振付，NHK カルチャー平成 30 年 1 月期講座，芸道の心に触れる〈歌舞伎・探究編 22〉

～歌舞伎舞踊『関扉』～第１回，於 NHK 文化センターいわき教室，（2018.1）
⑦　笠井　哲，幻想的な恋，NHK カルチャー平成 30 年 1 月期講座，芸道の心に触れる〈歌舞伎・探究編 22〉

～歌舞伎舞踊『関扉』～第２回，於 NHK 文化センターいわき教室，（2018.2）
⑧　笠井　哲，ぶっかえり，NHK カルチャー平成 30 年 1 月期講座，芸道の心に触れる〈歌舞伎・探究編 22〉

～歌舞伎舞踊『関扉』～第３回，於 NHK 文化センターいわき教室，（2018.3）
⑨　笠井　哲，恋仲の二人，NHK カルチャー平成 30 年４月期講座，芸道の心に触れる〈歌舞伎・探究編 23〉

～上方和事『河庄』の世界～第１回，於 NHK 文化センターいわき教室，（2018.4）
⑩　笠井　哲，女同士の義理，NHK カルチャー平成 30 年４月期講座，芸道の心に触れる〈歌舞伎・探究編

23〉～上方和事『河庄』の世界～第２回，於 NHK 文化センターいわき教室，（2018.5）
⑪　笠井　哲，上方和事の粋，NHK カルチャー平成 30 年４月期講座，芸道の心に触れる〈歌舞伎・探究編

23〉～上方和事『河庄』の世界～第３回，於 NHK 文化センターいわき教室，（2018.6）
⑫　笠井　哲，渡り台詞，NHK カルチャー平成 30 年７月期講座，芸道の心に触れる〈歌舞伎・探究編 24〉～『御

所五郎蔵』の様式美～第１回，於 NHK 文化センターいわき教室 ,（2018.7）
⑬　笠井　哲，縁切りの場，NHK カルチャー平成 30 年７月期講座，芸道の心に触れる〈歌舞伎・探究編 24〉

～『御所五郎蔵』の様式美～第２回，於 NHK 文化センターいわき教室，（2018.8）
⑭　笠井　哲，古風な様式美，NHK カルチャー平成 30 年７月期講座，芸道の心に触れる〈歌舞伎・探究編

24〉～『御所五郎蔵』の様式美～第３回，於 NHK 文化センターいわき教室，（2018.9）
⑮　川﨑俊郎，荘園絵図の景観学～これって日本？～，平成 29 年 NHK カルチャー 10 月期講座「日本史再訪

29 地図からみた日本の歴史～ View history of Japan from a map perspective ～」第１回 , 於 NHK 文化セ
ンターいわき教室（2017.10）

⑯　川﨑俊郎，国絵図の世界～旧国単位の政治学～，平成 29 年 NHK カルチャー 10 月期講座「日本史再訪 29
地図からみた日本の歴史～ View history of Japan from a map perspective ～」第２回，於 NHK 文化センター
いわき教室（2017.11）

⑰　川﨑俊郎，時代を映す地図～近代測量図の嘘と真～，平成 29 年 NHK カルチャー 10 月期講座「日本史再
訪 29 地図からみた日本の歴史～ View history of Japan from a map perspective ～」第３回，於 NHK 文化
センターいわき教室（2017.12）

⑱　川﨑俊郎, 平城京と平安京～隋・唐のフルコピーを目指した日本，平成30年NHKカルチャー１月期講座「日
本史再訪 30 土地柄の日本史１～計画された土地～」第１回，於 NHK 文化センターいわき教室（2018.1）

⑲　川﨑俊郎， 城下町～兵農分離が生み出した計画都市～，平成 30 年 NHK カルチャー１月期講座「日本史
再訪 30 土地柄の日本史１～計画された土地～」第２回，於 NHK 文化センターいわき教室（2018.2）

⑳　川﨑俊郎， 屋敷町・団地・ニュータウン～職住分離の現代史～，平成 30 年 NHK カルチャー１月期講座「日
本史再訪 30 土地柄の日本史１～計画された土地～」第３回，於 NHK 文化センターいわき教室（2018.3）

㉑　川﨑俊郎，補陀落渡海～那智・熊野の彼方へ～，平成 30 年 NHK カルチャー４月期講座「日本史再訪 31
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土地柄の日本史２～太平洋をのぞんで～」第１回，於 NHK 文化センターいわき教室（2018.4）
㉒　川﨑俊郎，黒潮と醤油～紀伊国と銚子の醤油～，平成 30 年 NHK カルチャー４月期講座「日本史再訪 31

土地柄の日本史２～太平洋をのぞんで～」第２回，於 NHK 文化センターいわき教室（2018.5）
㉓　川﨑俊郎，友好と敵対の日米史～星一と風船爆弾～，平成 30 年 NHK カルチャー４月期講座「日本史再

訪 31 土地柄の日本史２～太平洋をのぞんで～」第３回，於 NHK 文化センターいわき教室（2018.6）
㉔　川﨑俊郎，歌枕の歴史地理学，平成 30 年 NHK カルチャー７月期講座「日本史再訪 32 土地柄の日本３～

評価のついた土地」第１回，於 NHK 文化センターいわき教室（2018.7）
㉕　川﨑俊郎，めぐる土地・「八景」と日本人，平成 30 年 NHK カルチャー７月期講座「日本史再訪 32 土地

柄の日本３～評価のついた土地」第２回，於 NHK 文化センターいわき教室（2018.8）
㉖　川﨑俊郎，アルプス・ラインに日本をつける，平成 30 年 NHK カルチャー７月期講座「日本史再訪 32 土

地柄の日本３～評価のついた土地」第３回 , 於 NHK 文化センターいわき教室（2018.9）
㉗　加藤明子，トビタテ留学 JAPAN 日本代表プログラム高校生コース審査員 高専機構国際企画交流専門部

会委員 CAS-Net JAPAN 幹事 2018 島サミット企画部会員 いわき市国際交流協会評議員
㉘　J. H. Morris, Some Reflections on the First Muslim Visitor to Japan in American Journal of Islamic 

Social Sciences, Vol. 35, No. 3 pp. 116-130 （2018.7）．
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C O N T E N T S

Mizuyasu Koide
　Development of an Automatic Measurement System for Wind Tunnel Experiment　	 　１
Masanobu Ohtsuki, Koichi Koizumi, Tomonori Ohshio
　An Efficient Algorithm for Calculating the Error of Two Figures　	 　７
Kiyoshi Sakai
　The era of oil depletion has come to an end and realization of energy mix in Japan　	 　13
Kiyoshi Sakai
　About history and future of heavy electric machinery apparatus industry　	 　17
Katsuhiro Aoyagi, Kaori Matsuida, Jun Obayashi, Tatsuhito Suda and Masato Ohira
　Synthesis and structure of new porphyrin with trifluoromethyl group at the meso-position and reconstitutional
　myoglobin with its iron complex Ⅱ　	 　23
Kenichi Kurumada, Akira Kasai
　High-speed Photography Technolgy as the Architecture for Quantity Production of “Instants”
　‒ Inverted Phenomenology Illuminated by High-speed Photographs ‒　	 　29
Keiko Sato, Ken Kushida, Shino Saito, Takumi Kanke, Hisao Emoto, Hidenori Kumagai
　A trial of radioactive measurement for environmental soil sample at National Institute
　of Technology, Fukushima College　	 　37
Shin-ichi Kanazawa, Haruna Igarashi
　Stress analysis of embankment structure due to difference in shape　～ From embankment to service ～　	 　45
Shin-ichi Kanazawa, Nozomi Ichikawa, Hisashi Hayashi, Naoki Muto
　Analytical study on mechanical porperties of bentonite buffer materials　	 　49
Naoki Muto, Shin-ichi Kanazawa, Hisashi Hayashi, Nozomi Ichikawa
　Experimental Study on dynamic properties of the bentonite buffer material　	 　57
Takashi Yukawa, Mitsuko Nishiguchi
　Development of a Partner Matching Application for Municipalities Cooperation　	 　61
Wakabayashi Akihiro, Kamio Makoto
　The Future and Issue of Electric Power Policy in Japan : A Comparative Analysis of France and Germany　	 　67
Wakabayashi Akihiro, Yoshida Marin
　The Coevolution Structure and the Phased Development Model of the Anime Pilgrimage Phenomenon　	 　75
Tomohiro Abe, Toshiyuki Takagi
　A study of goodwill in Japan　	 　83
Mitsuo Suzuki, Kenji Masuda, Toshinori Waga
　Millikan experiment using iPod touch　	 　91
Kouei Torii
　The Contrastive Semantics of ʻenthusiasmʼ,ʻpassionʼ, and ʻzealʼ　	 　97
Akira Kasai
　On the Development of the Human Nature in Kantʼs Philosophy　	  103
Akira Kasai
　On the View of Macrocosm in Yamagata Bantoʼs Yumenoshiro　	  111
Akira Kasai
　On the Modern Significance of Civilization Theory in Yukawa Hideki　	  119
Akira Kasai
　On the Eudemonics in the Fujisawa Shuheiʼs Works　	  127
Toshio Kawasaki
　The characteristics of wealthy people in Mito in the Showa period before World War Ⅱ
　～ Using the valuation reports of the property tax of Mito city in 1937 ～　	  135
Hironobu Takahashi
　A Paper on “Fugakuhyakkei” Written by DAZAI, Osamu Regarding 
　How to Describe the Process of Recovering from Setbacks　	  143
Megumi Ogura
　Mary T.Watts and her influence on the US popular eugenic movement at the first half of the 20th century　	  151
Kenji Watanabe
　Kisaku Taniguchi as a haiku poet
　‒ Focusing on the friendship of Ryunosuke Akutagawa・Kawahigashi Hekigotou and others ‒　	  159
Kenji Watanabe, Kaku Mori
　The Formation of Regional Representation as Seen in “Flying Witch”
　‒ The Connectivity of Media Content and Local Tourism ‒　	  167
Takahiro Honda
　“Custance” and “steadfastness” in “The Man of Lawʼs Tale” and Lak of Stedfastnesse　	  175
Nicholas Andrew Ivins
　Methods of teaching English Politeness Communication in a Japanese High School
　（Fukushima NIT）EFL environment　	  181
James Harry Morris
　Brief Remarks on a Bunka-Bunsei Period Document from Sendai Domain pertaining to the
　Kawada Family and the Kirishitan and Teppo Aratame Yaku　	  187




